
 

平成２８年８月１０日 

 
文化遺産国際協力コンソーシアム設立１０周年記念 

「文化遺産からつながる未来」の開催 

 
 

１．日時：平成２８年９月２５日（日）１３：３０～１７：３０ 

（開場１２：３０～） 

 

２．場所：ＴＫＰガーデンシティ品川（東京都港区高輪３－１３－３） 

 

３．定員：３００名（入場無料／事前申込みが必要です。） 

 

４．主催：文化庁，国際交流基金アジアセンター，文化遺産国際協力コンソー

シアム 

 

５．内容（同時通訳あり）：別紙開催要項のとおり 

 

６．参加申込み及び取材について 

   https://www.jcic-heritage.jp/eventform/  

   文化遺産国際協力コンソーシアム事務局 

（東京都台東区上野公園１３－４３ 東京文化財研究所内） 

ＴＥＬ：０３－３８２３－４８４１ ＦＡＸ：０３－３８２３－４０２７ 

参加申込みは上記申込みフォームから，取材は別紙取材申込書で上記

連絡先までお申し込みください。 

 

 

 

 

文化庁は，国際交流基金アジアセンター及び文化遺産国際協力コンソー

シアムと共催で，度重なる紛争や自然災害など，以前にも増して文化遺産

の保護と活用に対する脅威が広がっている今日において，文化遺産に関す

る我が国の国際協力は今後どうあるべきか，将来においてどのような協力

が可能なのか，また，その実現のために何をすべきかについて考えるシン

ポジウムを開催します。 

＜担当＞文化庁文化財部伝統文化課文化財国際協力室  

荻原，柏井（内線 2870，4761） 

     電話：03－5253－4111（代表），03－6734－2870（直通）



文化遺産国際協力コンソーシアム設立１０周年記念 

「文化遺産からつながる未来」開催要項 

 

開催趣旨 

 タリバンによるバーミヤン石仏の破壊をきっかけに設立されたネットワーク

組織である文化遺産国際協力コンソーシアムは今年で１０年を迎え，これまで

文化遺産の保存や活用に関する様々なプロジェクトを支援してきました。そこ

には，文化遺産を通した異文化理解，多文化共存など地球の平和を実現しよう

とする強い信念と行動の裏付けが存在していました。しかしながら，近年の自

然環境の悪化を始め，紛争や自然災害の頻発などが，以前にも増して文化遺産

の保護と活用に対する脅威となっていることは間違いありません。その意味で，

文化遺産国際協力コンソーシアムは，そして，文化遺産に関する我が国の国際

協力は，今後どうあるべきなのかを改めて考えるべき時期に来ているように思

われます。そこで本シンポジウムでは，将来においてどのような協力が可能な

のか，また，その実現のために今何をすべきなのかについて専門家の方々に具

体例を紹介しながら語っていただき，文化遺産の国際協力における我が国の将

来像を考える糧としたいと考えます。 

 

日時 

 平成２８年９月２５日（日）１３時３０分～１７時３０分（開場１２時３０分～） 

 途中入退場可 

会場 

 ＴＫＰガーデンシティ品川（東京都港区高輪３－１３－３） 

言語 

 日本語／英語（同時通訳あり） 

定員 

 ３００名（事前申込み制） 

参加費 

 無料 

申込み方法 

 文化遺産国際協力コンソーシアム公式サイトのフォームよりお申し込みくだ

さい。 

 https://www.jcic-heritage.jp/eventform/ 

主催 

 文化庁，国際交流基金アジアセンター，文化遺産国際協力コンソーシアム 

プログラム 

 １３：３０～ 主催者挨拶 宮田亮平（文化庁長官） 

              柄 博子（国際協力基金理事） 

別紙



 １３：４０～ 「平山郁夫先生と私」古屋圭司衆議院議員 

（元文化財国際協力推進議員懇談会幹事） 

 １４：００～ 「文化遺産により世界の架け橋を目指す 

―コンソーシアム１０年を振り返って―」 

石澤良昭（文化遺産国際協力コンソーシアム会長） 

 １４：２０～ 休憩 

 １４：３０～ 講演１ 

「文化遺産を支える人々の輪―混迷つづく国際社会の中で」 

         岡田保良（国士舘大学イラク古代文化研究所所長） 

 １５：００～ 講演２      

「「クローン文化財」の文化遺産への活用と意義―デジタルと

アナログを組み合わせた技術による人材育成」 

         宮廻正明（東京藝術大学教授） 

 １５：３０～ 講演３      

「文化遺産保存に対するＪＩＣＡの取組―誰一人取り残され

ない世界の実現をめざして―」 

         江島真也（国際協力機構企画部部長） 

 １６：００～ 休憩 

 １６：１５～ ディスカッション「コンソーシアムの課題と展望」 

        司 会：関雄二（国立民族学博物館教授） 

        参加者：ニュン・ハン（東南アジア教育大臣機構考古学・ 

美術センター上級研究員） 

            青木繁夫（東京文化財研究所名誉研究員） 

            講演者３名 

１７：２５～ 閉会挨拶 前田耕作（文化遺産国際協力コンソーシアム副会長）  

 

後援 

 外務省，東京文化財研究所，奈良文化財研究所，国際協力機構，住友財団，

三菱財団，トヨタ財団，文化財保護・芸術研究助成財団，ユネスコ・アジア

文化センター文化遺産保護協力事務所，日本ユネスコ協会連盟，国立民族学

博物館，日本イコモス国内委員会，ＮＨＫ，朝日新聞社，産経新聞社，東京

新聞，日本経済新聞社，毎日新聞社，読売新聞社 

 

シンポジウムに関するお問合せ 

 文化遺産国際協力コンソーシアム事務局 

 東京都台東区上野公園１３－４３（東京文化財研究所内） 

 ＴＥＬ：０３－３８２３－４８４１ 

 ＦＡＸ：０３－３８２３－４０２７ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニュン・ハン氏来日記念、特別講演会のお知らせ＞ 

シンポジウム翌日の 9 月 26 日（月），ディスカッション登壇者のニュン・ハン氏

による特別講演会を開催します。ミャンマーの文化遺産保護に精通する同氏の幅広

い知見をお話しいただきます。（問合せ先：文化遺産国際協力コンソーシアム事務局） 
 
「ミャンマーにおける文化遺産保護の現況と課題」 

日時：平成 28 年 9 月 26 日（月）14 時 00 分～16 時 00 分 

場所：東京文化財研究所地階セミナー室（東京都台東区上野公園 13−43） 

定員：110 名（事前申込不要，先着順），参加費無料，同時通訳あり 

主催：文化庁，国際交流基金アジアセンター，文化遺産国際協力コンソーシアム 



【取材申込書】 
FAX 送信先：03-3823-4027 

（文化遺産国際協力コンソーシアム事務局） 

 
※取材御希望の方は，9 月 21 日（水）までに文化遺産国際協力コンソーシアム

事務局（Fax: 03-3823-4027 又は E-mail: consortium@tobunken.go.jp）まで

御連絡ください。 

 

 

御出欠 

文化遺産国際協力コンソーシアム設立 10 周年記念 

「文化遺産からつながる未来」  

2016 年 9 月 25 日（日）13 時 30 分～17 時 30 分  

 

□御出席   □御欠席 

撮影 希望する     □ＶＴＲ    □スチール 

御所属  

御芳名  

TEL/FAX  

MAIL  

 

取材者全員のお名前をお願いいたします。


